
背景と目的

建築は社会の資産として生みだされ、社会の変化に翻弄されるようにその役目を終える。
烏山女子高校。
平成２０年度の高校再編によって烏山高校と統合され、現在在籍している２、３年生の卒業を待って廃校になる。
今まさに、役目を終えようとしている建築である。
しかし、その建築には、世代を超えた多くの人々の思い出が詰まっている。
そして、そこに住む人々の記憶を共有させ、長い時間を介することで地域のアイデンティティを形成してきた豊かさがある。
本計画では、社会の変化によって失われていく用途、また、その変化によって必要とされる用途を見据えると同時に、
過去と未来を繋ぐ建築を目指し、烏山女子高校校舎の高齢者複合施設への更新手法を提案する。

HARMONIZING RESTORATION  　―烏山女子高校校舎の高齢者複合施設への更新―　
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烏山女子高校周辺

既存平面構成

校舎は５つの棟に分かれており、特有の段差を有するランドスケープに配置されている。
既存１階平面は、校舎の各棟がそれぞれのアプローチ、エントランスを持つ構成をしている。
既存２階平面において、空中廊下により各棟がつながり、相互のアクセスが可能となる。

周辺環境

敷地は西側に山を背負い、東側に市街地を望む小高い丘に位置している。
敷地東側の校庭には大きなケヤキが配置され、市街地を見下ろす開けた広々とした空間が広がっている。
西側は、特有の高低差の中に、山や木々に囲まれた落ち着いた雰囲気を持つ裏庭のような空間を形成している。

烏山市街地

烏山市街地は、那珂川を含む大小河川が貫流する丘陵地帯の上に形成されている。
豊かな自然と共に城下町として栄えた歴史を持つ市街地には、公的施設、医療機関、教育施設がまとまり、コンパクトな住環境を形成している。

敷地東側の市街地を望む開けた空間 敷地西側の山や木々に囲まれれた空間

烏山女子高校校舎と校庭のケヤキ

敷地へのアプローチ

敷地内からアプローチを見る

管理棟と特別教室棟をつなぐ空中廊下 管理棟とA棟をつなぐ空中廊下 管理棟と講堂をつなぐ連絡通路

講堂内観 特別教室棟２階　物理教室内観 A棟２階　普通教室内観
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入居 帰宅

設計主要用途

関連度の高い用途

設計対象敷地

地域の機能

地域内病院
・那須南病院
　一般病床　100床
　療養病床　50床

地域内福祉施設群
・聖園ヨゼフ老人ホーム
・ほっとからすやまデイサービスセンター
・ほっとからすやまショートステイセンター

地域内診療所群
・大野医院
・星医院
・佐野医院
・山野クリニック
・阿久津医院
・阿久津外科医院
・滝堂内医院
・滝田医院
・水沼医院
・高野医院
・金井医院
・藤井歯科医院
・若林歯科
・石川歯科医院

社会福祉協議会

シルバー人材センター

那須烏山市行政

老人保健施設
・療養型病床　30床

特別養護老人ホーム
・居室　30床

ケアハウス　
・個室　12室　12名
・夫婦室　6室　12名　

在宅複合型施設
・在宅介護支援センター
・ショートステイ　6床
・デイサービスB型
・給食サービスステーション
・ヘルパーステーション　
・リハビリテーション施設

高齢者の自宅施設入所
自宅への復帰

施設療養
機能回復

機能回復

施設入所

在宅生活復帰

施設入所

一体的利用
通所

一体的利用
　　　回復

通所
回復

通所回復

医師・看護士派遣
診療・入院体制

保育園・託児所 老人憩いの家
・地域サロン　

直売所・レストラン

高齢者の自宅

老人クラブ
地域内幼稚園・保育園
・烏山保育園
・烏山みどり幼稚園
・宮原保育園
・市立烏山幼稚園
・烏山聖マリア幼稚園

市街地・商店街

交流
情報交換

転所

ボランティア
烏山高等学校
烏山中学校等

各種サービス

人材
交流
人材
イベント開催

にぎわい創出
趣味
作業
施設利用

趣味
作業
施設利用

趣味・作業
施設利用

一部統合

地域住民

利用
イベント開催

敷地：公園・広場的利用敷地：菜園

交流

敷地：園庭

やすらぎ荘
既存老人憩いの家

老朽化
移転

趣味
作業
施設利用

交流
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年少人口
１４歳以下

生産年齢人口
１５歳以上６４歳以下

老年人口
６５歳以上
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３３，５３５

総人口 世帯数

←実績値 推計値→

（人・世帯）

那須烏山市の高齢化率

烏山市街地の高齢化率

人口・世帯数の推移と予測 年齢別人口の推移と予測

５０％以上

４０％以上５０％未満

３０％以上４０％未満

２０％以上３０％未満

１０％以上２０％未満

那須烏山市・烏山市街地の分析　

プログラム　

コンセプト

「HARMONIZING RESTORATION」
元々ある詩のリズムと韻を踏襲して、別の意味を持つ新しい詩に書換えるように、
元々ある音楽に新たな旋律を重ねて美しい和音を奏でるように、建築を創りたい。
市街地を臨む小高い丘にたたずむ建築の奏でるハーモニーが地域に響きわたり、そこに住む人々の世代を超えて記憶を共有していく。
建築の機能は、地域の都市構造の中に溶け込んでいくように、
建築の形態は、校舎と周辺環境、大地との関係を体現していくように、「調和」という命題のもと、建築を構想する。

機能を取り出す 建築要素への還元 建築要素の複合／既存校舎との調和 地域との調和

既存校舎

ヒロバ

イエ

イエ

ドマ

ニワ

イエ

イエ

ミチ廊下

地域

公園・保育園・レストラン
地域交流スペース
多世代交流スペース

デイサービス
リハビリテーション
地域サロン

機能訓練スペース
趣味スペース

居室
共同生活スペース

高齢者複合施設

ヒロバ

ドマ

ドマ

ヒロバ

ニワ

ニワ

ダイアグラム

既存校舎 減築後 ソリッドとヴォイド 増築後 ルーフデッキ

ミチイエ ニワ ドマ ヒロバ

建築の手法

建築要素への還元と複合

地域に対する必要性から得られたプログラムの各要素を、そのまま複合化させるのではなく、
地域を構成する諸要素と等価になるように還元した上で複合化させる。
高齢者複合施設という建築の機能が、地域に溶け込み、同時に、地域の機能が建築に内包さる。
そうすれば施設は自ずと地域に開かれていくはずである。
「建築要素への還元」と、「複合」という操作によって、既存校舎ヴォリュームに対し、
高齢者複合施設の複雑な機能ヴォリュームを重ね合わせた。
そして同時に、高齢者施設と地域との関係を見つめ直し、新たな関係性を再構築することを目指した。
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保育室

デイサービス
Ｂ型デイルーム

浴室

医務・静養室

エントランス

在宅介護支援
サービスステーション

厨房

デイサービス
Ｂ型デイルーム

老人憩いの家
地域サロン

機能訓練スペース

リハビリテーションスペース

園庭

乳児・ほふく室

ランチスペースレストラン
厨房直売所

地域交流スペース

機能訓練スペース

機能訓練スペース

サービスステーション

療養居室群
共同生活スペース

療養居室群
共同生活スペース

療養居室群
共同生活スペース

療養居室群
共同生活スペース

療養居室群
共同生活スペース

療養居室群
共同生活スペース

療養居室群
共同生活スペース

ショートステイ居室群
共同生活スペース

ショートステイ居室群
共同生活スペース

０ ２５ ５０ｍ

２階床面積　４１６０㎡

凡例

エレベーター

階段

ライトウェル、吹き抜け

設備コア

全体について

敷地面積　２３０００㎡
建築面積　５５４０㎡
延床面積　１２１９０㎡

１階床面積　４６５０㎡

３階床面積　３３８０㎡

計画概要

１階平面図

０ ２５ ５０ｍ

立面図・断面図

基礎：コンクリート増打ち

療養病床居室

特養居室

ケアハウス夫婦室

アタッチドフレーム
既存梁の鉄筋をはつりだし接合

天井埋込空調

天井埋込空調

天井埋込空調

床暖房

床暖房

床暖房

パイプスペース

パイプスペース

０ ５ １０ｍ

アタッチドフレーム
既存梁の鉄筋をはつりだし接合

室外機

室外機

室外機

アタッチドフレーム
既存梁の鉄筋をはつりだし接合

２６６０

２６６０

２６６０

２３７０

２３７０

２３７０

２６６０

２６６０

２６６０

６６０

６６０

９５０

９５０

基礎：コンクリート増打ち基礎：コンクリート増打ち基礎：コンクリート増打ち

既存ＲＣ梁
（補修）リフリート工法
（下地）ラワンベニヤ
（仕上）スギ板

既存ＲＣ梁
（補修）リフリート工法
（下地）ラワンベニヤ
（仕上）スギ板

新規補強柱新規補強柱

外壁：ガルバリウムカラー銅版

屋根：長尺カラー鉄板瓦棒葺

トップライト：網入りガラス

新規土間コンクリート
防湿フィルム敷き
既存解体コンクリート砕石敷込

床：鋼製床下地
　　カエデ無垢フローリング

３０５０

園庭

保育園

多世代交流スペース

０ ５ １０ｍ

断面詳細図
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グループサロン内観 医務・静養室内観 談話・娯楽スペース内観

増築部分内観

既存校舎という圧倒的な存在感をもつ空間に対し、新たに創られる空間は透明性を指向することで、新旧相互の空間を強める。

既存部分内観

既存部分の空間は、古さが持つ豊かさを継承する。例えば、教室の窓辺でうたた寝してしまうような心地よさを居室に、教室のスケール感が持つ開放的な雰囲気を共同生活スペースに。

ケアハウス居室内観 共同生活スペース内観 廊下部分内観

まとめ

本計画では、「調和」という命題をもとに、烏山女子高校校舎の高齢者複合施設への更新の手法を模索した。
「調和」という概念を突き詰めるほど、建築は地域と一体になろうとし、大地と一体になろうとし、二つの異なるものが歩み寄って一体化することを目指した。
その一方で、新しさと古さは歩み寄ることなく、より対比を強めた。古さによって新しさは際立ち、古さによって新しさは定義される。
その意味において古さを残すことは、創造的な行為とも捉えられると考え、更新の一手法として提案した。
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